
施工完了図
●品番によっては、図と現品の形状が一部異なり
ます。

●シンク深さ(厚み含む）*1寸法が220mm以上の
場合は*2寸法が145ｍｍ以上ないと、バルブが
シンクと干渉し施工できません。*1寸法が
220mm以上かつ*2寸法が145mm以下の場
合は当社お客さま相談センターまでお問い合わ
せください。

●水栓取付面から上方425mmより低い位置に棚
や物がある場合は施工できません。

●使用時には、375mm以内に他器具（昇降キャ
ビネットの取っ手を含む）のないようにしてく
ださい。

●水栓取付面からシンク下の底板（棚板）までの
距離が540mm以上ないと、ホース収納時に底
板 （棚板） との干渉が大きくなり、使用上問
題はありませんが、ホース収納性が悪くなりま
す。

●コンセントは電源コードの届く範囲で、床面よ
り高く水のかからない位置に設置してください。

ホースの先端が固定軸の中に隠れるまでハンドシャワーを引き出す。

センサーコードを先に水栓取付穴に挿入し、続いて給水・給湯ホースを挿入する。
ポイント

ホースの先端が固定軸の
中にかくれた状態で取付
穴に挿入する。

3.  施工方法

センサーコードをはさまないよう
にしてください。
※コードが破損し、発火・ショー
ト・感電の原因になります。

①水栓本体を取り付ける前の準備
②水栓本体を固定する
③逆止弁ソケット・浄水バルブと止水栓の接続
④給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続
⑤ホースとメインバルブの接続
⑥ストッパーの固定
⑦浄水バルブと浄水ホースの接続
⑧水栓本体と浄水ホースの接続
⑨浄水カートリッジ取付ブラケット･ガイドの取付け
⑩浄水ホースの配管接続
⑪コントロールボックスの接続と設置
⑫ホース収納性の確認

シールに記載の④のつまみから
ミシン目に沿ってシールをはが
す。

シンクの水栓取付穴
の前面にマジック等
で印をつける。

水栓本体をシンクの左側に取り付ける場合は
水栓取付角度調整シールの、③左側取付時の
矢印と1で付けた印を合わせてシールを貼
る。右側に取り付ける場合は③右側取付時
の矢印と1でつけた印を合わせてシールを
貼る。

※自動センサーの誤感知防止のためシンクによって水栓本体
の取付角度が異なります。

水栓本体に貼ってある正面シールの矢印が正面に向くように位置決めをする。
※水栓取付角度調整シールは使用しません。

『シンク別取付角度一覧』にて、施工するシンクの記号を確認する。※
水栓取付角度調整シールに記載の⑤
の矢印（先ほど確認した記号の矢印）
と、水栓本体に貼ってある正面シール
の矢印があうように位置決めをする。
※シンクの種類はキッチン本体の資
料（見積書または簡易施工図など）
を参照してください。

水栓を右（左）側に取り付ける場合

以下の手順の通り、正しく取り付けてください。
水栓をシンクの中央に取り付ける場合は、②の手順から始めてください。

水栓をシンクの中央に取り付ける場合

JF-NA411S型

JF-NA411SN型

水栓本体を取り付ける前の準備

3.

2.  施工手順

寒冷地仕様の場合

逆止弁ソケット
ASSY

コントロールボックス

※浄水ホースと同じ袋に入っています。

接続プラグ
ホルダー

接続プラグ

浄水ホース

5

水抜式逆止弁付
ソケット

水栓取付角度調整シール 両面テープ

浄水ホース用

オレンジ

水栓本体を固定する2

先端のキャップはそれぞれ
接続する直前まで外さない
でください。
※Oリングに傷がついたり
ゴミがかみ込むことで漏
水の原因となります。

傷や破損の
原因になり
ます。

3.

⑤
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コントロールボックス取付位置目安

逆止弁ソケット×2

①水栓本体を取り付ける前の準備
②水栓本体を固定する
③逆止弁ソケット・浄水バルブと止水栓の接続
④給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続
⑤ホースとメインバルブの接続
⑥ストッパーの固定
⑦浄水バルブと浄水ホースの接続
⑧水栓本体と浄水ホースの接続
⑨浄水カートリッジ取付ブラケット･ガイドの取付け
⑩浄水ホースの配管接続
⑪コントロールボックスの接続と設置
⑫ホース収納性の確認

部品の確認

シンク外に吐水口が出るとカウンターを
感知し、自動吐水する場合があります。

吐水口を左右に回転させ、シンク外に吐水口が出ないか確認する。5.
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ホース先端

固定軸

●固定軸にキー溝
（大、小）がある
ため、馬蹄金具
をキー溝に合う
ように取り付け
る。

●馬蹄金具・専
用工具が入り
にくい場合は、
銅管を曲げて
銅管とナット
の間にスペー
スを作ってく
ださい。（曲げ
角度は5°以
内のこと。
※曲げすぎる
と配管を傷
つけ漏水の
原因になり
ます。

ポイント

馬蹄金具を固定軸に挿入してナットで仮固定する。水栓本体が取付穴の中央に
くるように注意する。

●馬蹄金具から
手を離しても
落ちてこない
ように、一時
的に固定軸に
引っ掛けられ
るようになっ
ています。

●センサーコードをはさみ込んだり、引っ張ったり、銅管にからませない
でください。
　※コードが破損し、発火・ショート・感電の原因になります。

●別売の専用工具（KG-1ま
たはKG-2)もしくは市販の
ソケットレンチ（対辺24）
を使用してください。
　※ナット締付不足により
ガタつきやキャビネット
内への漏水の原因となり
ます。　
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